
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１１月１０日、「防災サイエンスカフェ in 附属小学校」を開催しました。「防災」について興味や

関心をもってもらい、防災意識を醸成することを目的とした体験型のイベントです。 

秋田大学地域共創機構 上田晴彦機構長の開会挨拶に続いて、防災講話と各ブースを回りクイズを解

いてスタンプを押す「クマについて学ぼう！スタンプラリー」を行いました。講師を務めてくださった

のは、秋田大学大学院医学系研究科の 中永士師明 教授と、秋田大学医学部附属病院高度救命救急セン

ターの 猿田里音 医員です。 

子どもたちは、主に次の３点について学びました。 

① クマの生態（クマってどんな動物？） 

② クマに遭遇した際の対応（もしもバッタリ出会ったら！？） 

③ クマ外傷時の応急処置（ケガをしてしまったらどうする？） 

 当日は、各報道機関が取材に訪れていました。子どもたちはインタビューに対し、「クマに遭遇した

時の正しい防御姿勢の取り方や、応急処置の仕方がよく分かった。」「夜はクマに遭遇しやすいので、

暗いところはなるべく避けて歩きたい。」などと感想を話していました。 

 

  

  

５年Ｃ組の小野寺綾士さんが、１１月１日に大阪で開催された、「第６回

小学生英語スピーチコンテスト全国大会」(ECC ジュニア主催)において銅賞

を受賞しました。先日、林正彦校長先生から盾を渡していただきました。    

おめでとうございます。 

 

 

１１月１６日から、石川雄太朗先生（秋田大学教職大学院）が、教育系スタッフとして加わります。

主に１年生の授業を担当します。 
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 令和８年７月９日発行の「はとの子だより」第８号でもお伝えしましたが、「学校」と「家庭」は「子

ども」を真ん中に置いたパートナーである、ことを基調として学校を運営しております。 

これからも、子どもの健やかな成長という共通のゴールに向かって、それぞれの役割を果たしながら、

共に歩んでまいりましょう。なお、文部科学省から発行された下記リーフレットは、本校ホームページ

（保護者ページ ９／３付）からもご覧になれます。 

 

学校とのより良い関係構築にご協力ください  

 


